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＜白井会長 挨拶要旨＞
名古屋と東京を40分で結ぶ

リニア中央新幹線（以下、リニ
ア）の開業は、名古屋に人・企
業・モノ・カネを呼び込む大き
なチャンスである。同じぐ咎企墾込
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の萩れれとｕ孅れモ孅泊

ヰれ的に発展す
るためには、県境を

もあらゆる産業に大きな
影響を及ぼ∵イノベーショ

ン」「多様性を受け入れる社会」「広域連携」の３つの
方向性を示したい。

まず、中部圏の産業が、グローバル競争の中で特
徴を生かし、生き残るために、ものづくり基盤とデジタ
ル技術を融合させて、「イノベーション」、すなわち
「新世代の成長産業」を創出し続ける地域となること
である。
そして、その実現のためには

、世界から人や投資を
呼び込める地域となるよう、産業と地域の両方の魅
力を高めることが必要であり、研究機関や
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石澤 中部運輸局長
物流は国民生活や経済活動に不可欠だが、労働

力不足の問題が顕在化してきた。生産性の向上を
目指し、関係者全員が連携して効率化を図る必要
がある。
物流の生産性向上にはＩｏＴやビックデータ、ＡＩ

などの新技術の活用が特に重要である。トラックの
隊列走行、ドローン配送、船矧 隊船 走送、

、化 矧 ー題れ しび、海上輸送が
出来れば効率化でき、環境負荷低減にもつながる。
観光では、昨年の訪日外国人旅行者数および消

費額
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２月13日（水）、中経連は（一社）日本経済団体連合会（経団連）、東海商工会議所連合会（東海連）と共催で、
「東海地域経済懇談会」を名古屋市内にて開催し皡穐厭ｑ【のにⅺ顎てゔ
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